
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HOSEI 2020 

オンライン授業ニュース  
2020/5/6   vol.8  

この号 の内 容  

１文部科学省事務連絡

のご紹介 

２携帯電話の通信容量

制限等に係る特別な

支援措置の活用呼び

かけのお願い 

 

【本ニュース発行主体】 

HOSEI2020オンライン授業

支援特設チーム （教学統括

副学長のもとに 2020 年度オンラ

イン授業を支援する目的で設置） 

【事務局】 

総長室付教学企画室 

 

文部科学省事務連絡「遠隔授業等の実施に係る留意点及び 

実習等の授業の弾力的な取扱い等について」のご紹介 

 

５月１日付で、文科省高等教育局から国公私立大学対象に「遠隔授業等の実施

に係る留意点及び実習等の授業の弾力的な取扱い等について」と題する事務連

絡が発信されました。その内容の多くは、これまで本学で教員の皆様にお願い

してきた内容と重複しますが、文科省からの連絡として、あらためて教員の皆

様に共有・理解いただきたく、関連カ所を抜粋でお知らせします。 

なお、全文については、文科省 HP もしくは本学 HP「教職員ページ」

（https://www.hosei.ac.jp/kyoshokuin/）トップに設置の「新型コロナウイルスに関

するお知らせ」でご覧になれます。 

 

（以下の傍線は原文ママ） 

１．遠隔授業等の実施に係る留意点 

この（遠隔授業を行う：引用者加筆）際，以下の事項に留意いただくようお願いい

たします。 

・授業担当教員の各授業ごとの指導計画（シラバス等）の下に実施されていること 

・授業担当教員が，オンライン上での出席管理や，確認的な課題の提出などにより， 

当該授業の実施状況を十分把握していること 

・学生一人一人へ確実に情報を伝達する手段や，学生からの相談に速やかに応じる

体制が確保されていること 

・大学等として，どの授業科目が遠隔授業等で実施されているかなど，個々の授業

の実施状況について把握していること 

 

２．実習等の授業の弾力的な取扱い 

（１）実習・実験・実技により行われる授業（以下「実習等の授業」という。）に

ついても，・・・新型コロナウイルス感染症への感染リスクに十分配慮しつつ，

必要な学修の機会を確保していただくようお願いします。 

 

ア 臨時休業等により大学等に通学できない期間 

可能な限り，面接授業に相当する教育効果を有する遠隔授業等により代替しつ

つ，各大学等において面接授業が不可欠と判断するものについては，後期・次年

度以降に実施するなど実施時期の後ろ倒しにより対応することが考えられます。

そのことに伴って，授業計画（シラバス）等を修正する場合には，学生に対する

丁寧な説明に努めてください。 

https://www.hosei.ac.jp/kyoshokuin/


 

 

 

 

 

（具体的な取組例） 

•学生目線で分かりやすい動画や写真の活用による実験手法・機器操作等の学習やシミュレーション

実験の活用 

•体育実技について，遠隔授業等によりレクチャーを行い，実技は課題として課すとともに，実施状況

をレポート等の提出等により報告 

•遠隔授業等で代替可能な内容（原理の理解，装置構成の理解，データ取得方法の理解等）を実施しつ

つ，対面が必要な内容については夏季休業期間や後期授業期間に後ろ倒しして対応 

＜中略＞ 

 

５．学生の通信環境への配慮等について 

遠隔授業の実施に当たっては，・・・学生の通信環境に十分配慮いただくとともに，学生の通信環境や

学内・地域の通信量等を踏まえつつ，通信回線への負荷に配慮した授業方法の組合せや， 画質調整等

によるオンライン教材の低容量化、教材のダウンロードを回線の比較的空いている時間帯に指定する

など，各大学等の状況に応じた取組の工夫を改めてお願いします。 

学生が遠隔授業を受講する際には，・・・各電気通信事業者が提供している携帯電話の通信容量制限等

に係る特別な支援措置を活用することが考えられますので，遠隔授業の実施に当たっては，学生に当該

支援措置についてあわせて周知いただくようお願いします。 

＜後略＞ 

周囲の学生たち（25歳以下）に、 

携帯電話の通信容量制限等に係る特別な支援措置を活用するよう、 

お呼びかけをお願いします 

 

上の文科省連絡末尾でも、携帯電話会社が実施している通信容量制限等に関する特別支援措置について

学生への周知が要請されています。 

また前号で紹介しました学生の機器・通信環境アンケートでも、自分の携帯会社がどのような支援を行っ

ているかわからないという学生が、一定数いることがわかっています。 

各先生方におかれましては、ご担当の授業・ゼミ等で学生たち（25 歳以下）に、この支援措置を活用す

るよう、是非お呼びかけをお願いいたします。 

なお、格安 SIMの携帯電話会社 HPでは当該支援措置の情報が非常に見つけづらい場合もあります。情報

を見つけられない場合には、下記サイト等も参考になるとお伝えください。 

 

データ通信容量の支援状況（大向一輝 東京大学大学院人文社会系研究科准教授 作成） 

本学 HP下記ページ（コロナウイルス感染症関連の学外参考情報）にリンクボタンあり 

https://www.hosei.ac.jp/info/article-20200504140138/ 

https://www.hosei.ac.jp/info/article-20200504140138/

